
実習の進め⽅について 

実習は受講者と指導者が e-learning の画⾯を⾒ながら、特定の場⾯で受講者が患者説明などを実演する 
のを、指導者が適否判定する形式になっています。 
指導者は評価の場⾯だけ⽴ち会うことでも結構です。 
実習評価シートが当該 e-learning に添付されており、評価基準も記載されています。 
指導者は受講者が術後疼痛管理チームのメンバーとして、適切な発⾔ができるかなどをご評価ください。 
厳密な点数評価ではなく、術後疼痛管理チームの⼀員として活動できるかどうかなどを主観的にご判断 
頂くものです。 
 
（実習評価シート⾒本） 

 


